
① 活用 ② 適切な取扱い ③ 特性の理解

知的障害特別支援学校での
指導における共通点

生活場面での楽しみや困り感の解決が
学ぶ動機づけとなっている。

「活用」を通して、基本操作やルール
の定着を図っていくことが、安全で適切
な取扱いの第一歩となる。
これが発展し、自律的な判断・自己決
定へつながっていく。

児童生徒が「なるほど」と納得する気づ
き。
→「こうすれば便利だ」「この情報技術
を使えば、世界が広がる」という実感
が、主体的な「活用」の土台となる。

必要な要素

・具体的な生活場面を想定した目標に
する。
・児童生徒が「やってみたい」と思え
るような主体的に取り組めるテーマや
活動の場面を設定する。

・「活用」を支えるための正しい手順や
ルール、マナーの育成を図る。
・（初期の発達段階の児童生徒の場合は
特に）「活用」を通して定着を図って
いく。
主体的に取り組めるテーマでの「活用」
であることで「適切な取り扱い」につい
ても、目的意識をもって粘り強く取り組
むことができる。
・手書き入力や音声入力、読み上げ機能
の活用等、児童生徒の実態に応じたア
クセシビリティ機能を活用できるよう
にする。

・「活用」を通して
「なぜそうなるのか」
「これを使うとどう便利なのか」
「どんなリスクがあるのか」
という仕組みや背景知識を実感を伴いな
がら理解できるようにする。

「逆向き設計」での
位置づけ

「到達目標」（教員の視点）
「本質的な問い」（児童生徒の視点）

「知識・スキル」 「永続的理解」

知的障害特別支援学校における
情報活用能力育成のためのモデル開発

～卒業後の姿を起点とした「逆向き設計」によるカリキュラム設計～
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知的障害特別支援学校において、小学部から高等部まで系統的な情報活用能力の育成モデルを開発すること
を目的とした。

本モデルにより、卒業後の生活に直結する「活用」をめざす姿に据えることで、教員間での指導の方向性の共有化が
可能となった。「やりたい（活用）」という動機と、「なるほど（特性の理解）」という納得感が組み合わさること
で児童生徒の主体性を引き出す系統的な指導が可能となった。今後は、個々の実態に応じた「卒業後の姿」のバリ
エーションを増やし、より個別最適な学びに対応できる目標設定のガイドラインが必要であると考える。次期学習指
導要領の改訂に向けた動向を注視し、新たな基準との整合性を図りながら、本モデルを柔軟に更新してきたい。
【参考文献】
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研究目的

研究方法・研究結果

生活場面でのめざす姿を目標に据えた児童生徒の
「やってみたい」を引き出す主体的な「活用」を中核
に、それを支える「適切な取扱い」としての基本操作
やマナーの定着を図り、情報技術の「特性の理解」か
ら「なるほど」という納得感（永続的理解）を得ると
いう構造が有効であることが明らかになった。

考察

情報活用能力育成に向けた
フレームワークの開発

奥村（2020,p.149）による「逆向き設計」
実践のための「単元設計テンプレート」を援
用し、知的障害特別支援学校の実態に即して
改変した「情報活用能力を育成する授業実践
のためのフレームワーク（知的障害特別支援
学校用）」を作成し、それを用いて授業を設
計し実践したものを収集した。

１．授業実践
Wiggins & McTighe（2012）が提起する「逆向き設計」論をカリキュラム設計の枠組みとして採用し、「卒業後の
生活場面においてめざすべき姿」から逆算して長期的な視点でカリキュラム設計する手法を検討した。
「知りたいことを調べることができる」を高等部卒業後の共通のめざす姿とし、学部卒業時の具体的な到達目標につ
いては、各実践者が実践する児童生徒の実態に合わせて設定した。「生活場面を意識すること」および「児童生徒が
主体的に取り組めるテーマを設定すること」を共通の指針とし、各教員が各自の判断で授業内容を柔軟に構成して小
学部、中学部、高等部での実践を展開した。

２．中教審（2025a, 2025b）が示す情報活用能力の３要素「活用」「適切な取扱い」「特性の理解」と
「逆向き設計」との構造的関係の分析

【パフォーマンス課題】

【その他の評価方法】

評価基準 【ルーブリック】

学習活動と実践結果

学習活動 実践の様子・子どもの変容 実践後の評価・気づき

1

週間天気予報をみて帰りや夕方、明
日の天気の絵カードを選択する、あ
るいは言葉やジェスチャーで表現す
る

週間天気予報をみて、これから先の
天気をジェスチャーや言葉で表現す
るようになった。

「いま」だけでなく、「明日」など
の時系列の概念も理解できるように
なってきた。

2
雨・強風・暑さなどの場面写真を見
て、天気の絵カードや必要な身じた
くカードを選ぶ活動

場面写真を見て天気に合う絵カード
を選び、見比べながらマッチングし
ようとする姿が見られた。「雨だか
らかさ」「暑いからぼうし」など理
由を示して選べる児童が増え、選択
が安定し判断も早くなってきた。

単なるマッチングではなく、状況を
考えて判断する力が育っていること
が実感できた。

3

朝の会などで、子どもが実際に外の
空を見て、言葉・カード・指差しな
ど自分に合った方法で
「はれ」「くもり」「あめ」など、
天気の状態を表現する活動

最初は教師の後に続いて言うだけの
児童も、回数を重ねるうちに自分か
ら「はれ！」「くもり！」と声に出
したり、ジェスチャーで天気を示す
児童が増えた。

「天気を表す」こと自体が児童の成
功体験となり、天気を見る → 言う
（示す）という流れが自然に定着し
始めた。

実践後、全体を通しての気づき

評価方法

・校外学習などを想定し、テレビや掲示で天気を確認したうえで、ぼう
し・かさ・のみもの・コートなどの中から必要なものを言葉や指差し、絵
カードのマッチングなどで答えることができる。
・朝の会では、教員が答えを教えるのではなく、今日の天気について自分
たちで考えて表現する。

行動観察：天気の変化に気づいたとき、自分から教員に知らせようとす
る。
対話：自分に合った表現手段（言葉、指差し、絵カードなど）を使って、
天気を伝えようとしている。

A.テレビや掲示の天気を見て、必要な行動を考えようとする姿が見られ
た。
B.天気や場面の写真を見て、状況に合った衣服・持ち物を自分で選ぶこと
ができた。

当初の計画後に、クリスマスという特定の日の天気を調べるための追加授業を行った。
導入として天気予報の動画を視聴し、「来週は雨だね」「この記号は何の天気かな」などと問いかけながら、天気への関心
を高めた。児童は画面を見ながら、「晴れ」「雨」「くもり」などと答える様子が見られた。
次にサンタクロースの絵を提示し、「これは何の日かな」と問いかけることで、クリスマスという行事を確認した。その
後、カレンダーを用いて、今日の日付や12月25日が何曜日かを、実際に指差しながら確認した。
週間天気予報を印刷したプリントを配布し、クリスマス当日の天気を探す活動を行った。「くもり」「のち」「雨」という
言葉を一緒に確認しながら、児童に発表してもらい、「クリスマスは、くもりや雨かもしれないね」とクラスで意見をまと
めた。

追加授業では、目標として設定していた日であるクリスマスが冬休み期間中であったため、当日の実際の天気の様子を確認
することができないまま終わった。しかし、実際の経験を通して時間の概念を具体化し、それを天気と結びつけていく取り
組みが必要であったと考えられる。
今後は、週間天気予報が「いつの天気」を示しているのかを事前に確認したうえで天気を調べる活動を積み重ねることで、
先の出来事を調べ、予測するための認知的な土台を形成していくことができると感じた。

卒業後のめざす姿

現在の学部卒業時の到達目標

学部 教科名 学習班・クラス・学年

小学部 生活科 ３組

主な学習指導要領の段階 人数 実践時期

小学部３段階 ６名 2025年９月～12月

単元（題材）名

授業の概要

授業の中でどのような経験によって
情報活用能力を育成するか（概要）

単元計画

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

週間天気予報をみて明日の天気を調
べることができる。

天気から「今どのような行動が必要
か」を考え、適切な衣服や持ち物を
選ぶことができる。

天気が気になる場面で、自分から天
気を確認しようとしたり、必要な行
動を選ぼうとしたりする姿勢を持
ち、生活に生かそうとする態度を育
てる。

【重点目標】
「本質的な問い」

「永続的理解」
※児童生徒は、「～は・・・であ
る」と理解する。

天気を調べて、必要な行動や持ち物を自分で選ぶ

授業の概要

情報活用能力を育成する授業実践　(報告者：矢倉　晴子　)

求められ
ている結

果

知りたいことを調べることができる

天気予報をみて今日や明日の天気を調べることができる

空と天気

・天気が気になる場面で、天気予報を見て天気を調べることができる、あ
るいは調べようとする。

週間天気予報をみて、明日の天気を調べる
A:　①a 身近なところから様々な情報を収集する
C:１①a 事象と関係する情報を見つけようとする
※文部科学省（2019）IE-Schoolによる「情報活用能力の体系表例」から

単元目標

単元目標(情報活用能力の目標)

・今ではなく明日という将来の時間概念を理解しながら天気予報を考える
ことができる

・天気は、自分の生活に必要な行動や準備を教えてくれるものである。
・天気の様子は、写真や実物の空を見れば判断することができるものであ
る。
・天気と衣服や持ち物はつながっており、天気に合わせて選ぶことが大切
である。
・知りたい天気は、テレビの天気予報などを使って自分で調べることがで
きるものである。

【知識・スキル】
※箇条書き

【知識】児童生徒は、次のことを知る

・晴れ・曇り・雨・雪などの天気の名称（絵カードや写真を見て言う／指
差すことができる）

・天気の様子（空の写真や実物の空を見ることでわかる）

・天気によって必要な衣服や持ち物が変わる。

・天気は、カードや掲示、テレビの天気予報などで調べられること。

【スキル】児童生徒は次のようなことができるようになる

・天気の写真と天気カードを正しくマッチングすることができる。

・空の写真や窓から見た景色から、天気の特徴（太陽・雲・雨・雪など）
がわかる。

卒業後のめざす姿

現在の学部卒業時の到達目標

学部 教科名 学習班・クラス・学年

小学部 生活 クラス３組

主な学習指導要領の段階 人数 実践時期

小学部３段階 ６人 2025年６～７月

単元（題材）名

授業の概要

授業の中でどのような経験によって
情報活用能力を育成するか（概要）

単元計画

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

ダブルタップや長押し、短押しフ
リックなどの適切なボタン操作を使
い分けることができる。

行ってみたい方向に進行方向を変え
たり、知りたい店の情報をタップし
て開いてみたりすることができる。

ストリートビュー上で見える世界と
学校周辺の現実の景色とがほぼ同じ
ものだと知ろうとする。

【重点目標】
「本質的な問い」

「永続的理解」
※児童生徒は、「～は・・・であ
る」と理解する。

単元目標

単元目標(情報活用能力の目標)

①こっちに何があるかな？
②このお店は何のお店かな？
③どこにライフがあるかな？

・電子黒板やTV画面には身のまわりの世界を投影することができる。
・操作することで画面が変わり、知らなかったことを知ることができる。

【知識・スキル】
※箇条書き

【知識】児童生徒は、次のことを知る

・画面の触れ方で表現されるものが変わる。
・学校周辺にはいろいろな公共施設やお店などがあることを知る。

【スキル】児童生徒は次のようなことができるようになる

・タンと短押ししたり、タタンと2度押ししたり、シュっと滑らせるなどを
使い分けることで様々な操作ができる。
・画面内にポップアップが出た時にそこをタンとタップする。

教科書の挿絵を導入とし、学校周辺の地図を電子黒板上で開き、ストリー
トビュー機能で学校を起点に行ってみたいところに散歩をしてみる

授業の概要

情報活用能力を育成する授業実践　(報告者：大河　竜介)

求められ
ている結

果

知りたいことを調べることができる

行きたい場所、行ってみたい場所を知るために、ストリートビューで調べ
てみようとする姿が見られるようになる

タッチで散歩をしてみよう

Ａ-1-①-ｃ　ステップ３「目的に応じたアプリケーションの選択と操作」
Ａ-1-③-ａ　ステップ１「大きな事象の分解と組み合わせの体験」
Ｃ-1-①-ａ　ステップ１「事象と関係する情報を見つけようとする」
※文部科学省（2019）IE-Schoolによる「情報活用能力の体系表例」から

【パフォーマンス課題】

【その他の評価方法】

評価基準 【ルーブリック】

学習活動と実践結果

学習活動 実践の様子・子どもの変容 実践後の評価・気づき

1

・教科書の挿絵を見て、知っている
公共施設や店を発表する。
・Google mapを電子黒板で開き、教
師が操作するところを見る。
・電子黒板のGoogle mapを操作して
みる。

・どの児童も知っている店の名前を
言うことを楽しんでいる様子だっ
た。
・挿絵を見て知っている店の名前を
言えた。
・意図が分からず難しいと思ってい
た児童が、他児の発言を聞いたり、
他児が前に出て挿絵を指しながら店
の名前を言うのを聞いて意図をくみ
取り、自分なりに発言しようとし
た。

2

・「散歩をしよう」とめあてを確認
し、電子黒板のストリートビュー
モードで学校を起点に5分間の散歩を
する。
(５コマほど機会を取り、順番に何度
も取り組む)

・どの児童も知っている店の名前を
言うことを楽しんでいる様子だっ
た。
・挿絵を見て知っている店の名前を
言えた。
・操作に長けている児童と操作方法
をいまいちつかめない児童にわかれ
た。
・操作に長けた児童はどんどん画面
を進めていこうとした。
・操作に長けていない児童はなかな
か思うように操作ができず、フラス
トレーションを貯めているように見
えた。

・操作をしたいという気持ちが動機
になりいろいろな操作を試していく
かなと想定していたが、思いが空回
りをし乱暴な操作方法になることが
多かった。
・1､2コマでは改善されないだろうと
思うので、数か月単位でインターバ
ルを置き経過や変化を見ないといけ
ない。

実践後、全体を通した気づき

評価方法

・画面の表示を進めていこうと、画面内の触れ方を試行錯誤している姿。

・子どもの自己評価(行きたいところに行けたのか)

A.行きたいところに行くことができ、知りたいポップアップを開けること
ができた
B.行きたいところに行くことができた
C.教師に手伝ってもらいながら画面を進めようとした

・行ってみたい方向に進行方法を変えたいと強く思っても、スキルが伴わないと表現をすることができないという課題が見
えた。強く思うほど焦りが生じパニックになり「できない！」と不全感を高めてしまう事例があった。
・試行錯誤をするが、早々にあきらめてしまう児童もいた。レジリエンス力を測る評価にもなってしまっていた。試行錯誤
をしながら進めていけたかではなく、試行錯誤をしたということこそが評価につながる。ただ、したいことが叶わないと無
力感の学習となってしまうので適度に手助けをしなければいけないのだが、その手助けの強度をはかるのには教師の側の経
験値が必要になる。
・操作スキルに日ごろの経験値の差が出たり、機能的に操作スキルが上達しづらかったりする児童がいることに授業の組み
立ての構造的な課題を見つけた。

卒業後のめざす姿

現在の学部卒業時の到達目標

学部 教科名 学習班・クラス・学年

小学部 生活 クラス３組

主な学習指導要領の段階 人数 実践時期

小学部３段階 ６人 2025年12月

単元（題材）名

授業の概要

授業の中でどのような経験によって
情報活用能力を育成するか（概要）

単元計画

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

ダブルタップや長押し、短押しなど
の適切なボタン操作を使い分けるこ
とができる。

一定の長さの音程を保ったり、好き
な曲のワンフレーズを歌うことがで
きる。

アプリを開き、知りたいことを解決
しようとすることができる。

【重点目標】
「本質的な問い」

「永続的理解」
※児童生徒は、「～は・・・であ
る」と理解する。

・深呼吸をし、息をたくさん含むことができる。

・息を吐き続けるために強弱をつけることができる。

・好きな歌の中の、ある一定の長さのフレーズや音程

【スキル】児童生徒は次のようなことができるようになる

・音程を取ったり、一定の時間歌ったりする。

情報活用能力を育成する授業実践　(報告者：大河　竜介)

求められ
ている結

果

知りたいことを調べることができる

好きな曲を再生するために、音声で検索しようとする姿が見られるように
なる

音声検索をしてみよう

Google検索アプリを立ち上げ、適切なボタン操作で「曲を検索」から音声
検索画面を進める。

授業の概要

・一定の長さの声を出し続ける。

・正しく音程をとることができる。

・短押しや長押し、ダブルタップなど、操作を進めるためのタッチの仕方
を使い分けることができる。

Ａ-1-①-Ｃ　ステップ３「目的に応じたアプリケーションの選択と操作」
Ｃ-1-①-ａ　ステップ１「事象と関係する情報を見つけようとする」
※文部科学省（2019）IE-Schoolによる「情報活用能力の体系表例」から

単元目標

単元目標(情報活用能力の目標)

①音の高さってなんで変わるの？
②どうして息を吹くと音が出るんだろう？
③どのボタンを押したら、やりたいことができるんだろう？

端末にはこういう使い方があるんだなと理解したり操作しようとしたりす
ることができる。

【知識・スキル】
※箇条書き

【知識】児童生徒は、次のことを知る

【パフォーマンス課題】

【その他の評価方法】

評価基準 【ルーブリック】

実践後、全体を通した気づき

・前に行ったエア散歩の実践で＜操作スキルに日ごろの経験値の差が出たり、機能的に操作スキルが上達しづらかったりす
る児童がいることに授業の組み立ての構造的な課題を見つけた＞ことから、計画した実践である。
・授業の中で行うより、休み時間などの時間を使って、子どもたちと遊び感覚で進めていくことから始めている。
・教員の持つ端末のアプリを使って行う実践である。子どもたちが教員の端末で遊びたがるようにならないかはじめは心配
していたが現時点ではそのような懸念する状況にはなっていない。子どもたちが「もっと遊びたい」と思うぐらいに子ども
たちに活用する機会を与えて試行錯誤できる状態を作れる方が情報活用能力育成は進むのかもしれない。
・想定したアプリが本当に子どもの鼻歌に反応して子どもが聞きたい音楽を検索してくれるか、教師にとっても試行錯誤
だったが、実際に検索できることが分かり実践を進めているところである。

A.何曲も聞きたい曲を見つけることができたか
B.聞きたい曲を見つけることができたか
C.アプリが反応するが、聴きたい曲の提案が出てこない

評価方法

・アプリ画面に向かって何度も声を出そうとしている姿。

・子どもの自己評価(知りたい曲が見つかったのか)

卒業後のめざす姿

現在の学部卒業時の到達目標

学部 教科名 学習班・クラス・学年

中学部 職業科 ３班

主な学習指導要領の段階 人数 実践時期

中学部１段階 ６名 2025年４月～

単元（題材）名

授業の概要

授業の中でどのような経験によって
情報活用能力を育成するか（概要）

単元計画

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

アンケートの回答について、タッチ
パネルでの選択や音声入力の仕方を
理解することができる。

自分に適した回答方法を選択し、自
分の考えを適切に選択することがで
きる。

アンケートフォームを開き、自分の
考えを回答しようとすることができ
る。

【重点目標】
「本質的な問い」

「永続的理解」
※児童生徒は、「～は・・・であ
る」と理解する。

【知識・スキル】※箇条書き
（どんな力を身に付ける必要がある
か。必要な要件を検討して設定す
る。）

【知識】児童生徒は、次のことを知る

・タッチパネルは任意の場所に触れることで選択ができる。

・音声入力機能を開始するための手順。

情報活用能力を育成する授業実践　(報告者：野﨑　善之)

求められ
ている結

果

知りたいことを調べることができる

選択肢の中から選択することができる

アンケートに回答しよう

毎時間授業冒頭にグーグルフォームのアンケートを実施。

授業の概要

【スキル】児童生徒は次のようなことができるようになる

・chromebookにログインすることができる

・classroomを開くことができる

・タッチパネルでアンケートに回答することができる

・音声入力で回答を入力することができる

タッチパネルを使って複数の選択肢の中から自分の解答を選択する。
音声入力機能を使って自分の解答を入力する。

単元目標

単元目標(情報活用能力の目標)

「どうすれば自分の考えを表現できるだろう？」

タッチパネルは触れれば選択することができる。

【パフォーマンス課題】

【その他の評価方法】

評価基準 【ルーブリック】

学習活動と実践結果

学習活動 実践の様子・子どもの変容 実践後の評価・気づき

1
自分のタブレット端末にログインす
る。

初めはできなくても次第に手順や
ID・パスワードを覚え１人でできる
生徒が増えた。

どうしても１人ではできない生徒も
おり、手助けの仕方を考える必要が
ある。

2
自分の学年や今日の天気など答えが
明確な質問について選択肢の中から
正しい回答にタッチする。

徐々に手順を覚え、ほとんどの生徒
が正しい回答を選択することが出来
た。

内容ではなく場所で選択している可
能性もあるため、回答の位置をいれ
かえる等工夫が必要。

3
好きな食べ物や休みの日に行ったこ
となど、単純な自由記述の質問に自
分の考えを回答する。

タイピングができない生徒でも、手
書き入力や音声入力などで回答する
ことが出来た。

自分ではどうしても入力できない生
徒の表現方法を増やす手段を考えた
い。

実践後、全体を通した気づき

A.自分に適した回答方法を選択し、アンケートに適切な回答を行うことが
できる。
B.アンケートに適切な回答を行うことができる。
C.アンケートフォームを開き、何らかの回答を行うことができる。

繰り返し行うことで操作手順や操作方法を覚え、自ら行うことができるようになった生徒が見られた。
アンケートに回答するという点については、アンケートの内容を理解できなければいけないので、隣に付かなくてもよいよ
うに読み上げ機能を使うなど、もう一段工夫が必要なように感じられた。

評価方法

・アンケートの回答内容

・行動観察
卒業後のめざす姿

現在の学部卒業時の到達目標

学部 教科名 学習班・クラス・学年

高等部 情報 Lグループ

主な学習指導要領の段階 人数 実践時期

高等部１段階 ７名 2025年10月～

単元（題材）名

授業の概要

授業の中でどのような経験によって
情報活用能力を育成するか（概要）

単元計画

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

ネット依存の特徴や影響について理
解し、説明できる。

自身や周囲のネット利用状況を分析
し、ネット依存のリスクや問題点を
多角的に考察できる。

ネット依存に関する問題を自分事と
して捉え、健全なネット利用方法を
主体的に考察し実践しようとする意
識を持つ。

【重点目標】

「本質的な問い」

健康的なネット利用は、利用時間の管理や目的意識を持つことで実現でき
る。

【知識】児童生徒は、次のことを知る

・「コンテンツ依存」について知る。

情報活用能力を育成する授業実践　(報告者：岩﨑　弘)

求められ
ている結

果

知りたいことを調べることができる

利用方法や対策について、自己選択・自己決定できる

情報化社会の新たな問題を考える授業の概要

健康的な利用方法や対策を考え、ネット利用を実践する意識を持つことが
できる。

ネット依存をテーマとした対話型授業

「永続的理解」
※児童生徒は、「～は・・・であ
る」と理解する。

【知識・スキル】
※箇条書き

単元目標

・「つながり依存」について知る。

・ネット依存により引き起こされる問題を知る。

【スキル】児童生徒は次のようなことができるようになる

・「コンテンツ依存」にならないように自分の考えを持つ。

・「つながり依存」にならないように自分の考えを持つ。

・ネット依存により引き起こされる問題に気づくことができる。

単元目標(情報活用能力の目標)

自分や友だちがネット依存にならないようにするには、どうすればよいの
か？

【パフォーマンス課題】

【その他の評価方法】

評価基準 【ルーブリック】

学習活動と実践結果

学習活動 実践の様子・子どもの変容 実践後の評価・気づき

1 ネットゲームに夢中になると…

友だちことを自分のことに置き換え
て捉えていた。
例えば、ゲームに夢中になりすぎ
て、やらないといけないことをやっ
ていないなどは、「自分もきをつけ
なければいけない」などということ
ばがよく聞こえた。

自分の家でのルールについて、確認
することが出てきた。家でルールを
決めていることでの安心感もあるよ
うに感じた。

2 身近にひそむネット依存

自分がネット依存にならないために
ついて、家で決めているルール以外
の「ゲームをしない」「使う時間を
決める」「メリハリをつける」など
考えて発言することができた。
また、友だちがネット依存にならな
いためについても、「外に誘う」
「『やめときや』と声かけをする」
など声かけや他のことに誘うことな
ど自分が友だちにできそうなことを
考えて発言することができた。

ただルールを守るだけでなく、自分
自身が気をつけないといけないこと
に気づくことができた。また、友だ
ちが依存してしまった時には、自分
から声かけや誘うことが友だちを依
存から助ける方法であることにも気
づくことができた。

実践後、全体を通した気づき

・この情報モラルの単元の前には、タイピング、Wi-Fi環境への理解などの学習を進めてきた。タイピングの学習では、ロー
マ字の勉強、濁音、などグーグルフォームのテストフォームで課題を設定し取り組んだ。皆ある程度できたが、課題が軽す
ぎたと感じた。文章を打たせたが集中力が続かなかった。速い子は課題を終えてタイピングアプリばかりやっていた。生活
に根差した課題の授業をしたいところだが、情報の授業だけでは難しい。活用は他教科や行事、自分自身での活用となる。
・情報モラルについての授業は生徒の実感を伴う内容にすることができた。
自分の経験をもとに主体的に対話しながら取り組めていた。動画を見て「私はそこまで遅く起きてやっていない」など、自
分のこととして考えて発言している様子がみられた。
・LINEやゲームを自分自身が生活の中で活用している。そのことについて取り上げているので、自分自身の日頃の使い方に
ついて考えることができて、使い方として何に気をつけたらいいかが分かってきていると感じている。
・生徒によって、家庭でのルール設定が様々に異なっていて、それに対する本人の捉え方も異なっていることが生徒同士の
対話から見えてきた。そのことも生徒が自分自身のSNS等のネット環境を考えることにつながっていた。

評価方法

プリントの課題
【文部科学省の情報モラルに関する指導の充実に資する〈児童生徒向けの
動画教材、教員向けの指導手引き〉・〈保護者向けの動画教材・スライド
資料〉等の情報化社会の新たな問題を考えるための教材～安全なインター
ネットの使い方を考える～のワークシート〔教材２〕の身近にひそむ依
存】において、自身のことと捉えて記入することができる。

対話の内容

A.自分や友だちが実際に取り組める具体的かつ現実的な対策を複数示し、
理由も論理的に説明できる。
B.いくつか具体的な対策を挙げられるが、実践の難しさや理由の説明がや
や曖昧である。
C.対策が抽象的または漠然としていて、具体的な行動につながらない。
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